
主な内容
P２　 議長・副議長の就任あいさつ
P３～ 会派・委員会等の構成
P５　 �臨時会の議案と審議結果一覧 

常任委員会の所管事務調査

令和７年５月臨時会・６月定例会
P６～ まちづくりを問う（個人質問18人）

P21　 定例会の議案と審議結果一覧
P22　 令和６年度政務活動費収支報告
P24　 市民の声（本埜中３年 加藤さん）

No.213

2025.8.15
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６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

令和７年５月臨時会を開催
　５月16日に、臨時会が開催され、議長・副議長の選挙、各常任委員・議会運営委員の
選任などが行われました。その後、承認３件、同意１件の議案が上程され審議が行われ
ました。
　審議結果は５ページに掲載しています。

就
任
あ
い
さ
つ

藤
　

江
　
研
　

一

副
議
長

近
　

藤
　
瑞
　

枝

議
長

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
印
西
市
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
５
月
16
日
の
第
１
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
印
西
市
の
人
口
は
令
和
５
年
１
月
に
11
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
令
和
５
年
の
総
務
省
に
よ
る
人
口
動
態
調
査
で
は
、
日

本
人
の
人
口
増
加
率
が
日
本
で
ト
ッ
プ
と
発
表
さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る

市
と
し
て
、
今
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
自
治
体
で
す
。

　

皆
さ
ま
は
、
印
西
市
が
お
好
き
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
変

わ
れ
ば
、
更
に
良
い
市
に
な
る
と
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の

置
か
れ
た
状
況
に
よ
り
、
求
め
る
も
の
も
ま
た
様
々
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄

り
添
い
、
考
え
、
執
行
部
と
の
真
摯
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

当
市
が
ま
だ
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
充
分
に
引
き
出

し
、
印
西
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
お
知
恵
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

明
る
い
明
日
を
信
じ
る
市
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
議
員
一
同
努

め
て
ま
い
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

代表	米井　重行 	 岩崎　成子 	 大野　忠寄 	 大﨑　亜希

代表	軍司　俊紀 	 板橋　睦 	 海老原　作一 	 津田　憲吾

代表	藤江　研一

	 鈴木　博美

議長	近藤　瑞枝 	 山田　喜代子 	 金丸　和史 	 松谷　知美 	 加藤　亮二

会
派
の
構
成�

（
令
和
７
年
５
月
26
日
現
在
）

無会派

公明党

代表	小川　利彦 	 松尾　榮子 	 増田　葉子

代表	 稲葉　健 	 林　勝利 	 都築　真理子

TO BE

創　進

至　誠

新　政

至 誠 ４人
新 政 ４人
創 進 ３人
TO BE ３人
公明党 ２人
無会派 ５人
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会新たな委員会等の構成が決まりました

総務企画常任委員会

建設経済常任委員会

議会運営委員会

文教福祉常任委員会

予算審査常任委員会

議会だより編集委員会

委　員　長　金　丸　和　史
副委員長　大　野　忠　寄
委　　員　�松　尾　榮　子 

藤　江　研　一 
都　築　真理子 
加　藤　亮　二 
大　﨑　亜　希

委　員　長　米　井　重　行
副委員長　津　田　憲　吾
委　　員　�海老原　作　一 

近　藤　瑞　枝 
小　川　利　彦 
松　谷　知　美 
林　　　勝　利

委　員　長　軍　司　俊　紀
副委員長　林　　　勝　利
委　　員　�板　橋　　　睦 

米　井　重　行 
小　川　利　彦 
稲　葉　　　健 
鈴　木　博　美 
大　野　忠　寄

委　員　長　稲　葉　　　健
副委員長　鈴　木　博　美
委　　員　�山　田　喜代子 

板　橋　　　睦 
軍　司　俊　紀 
増　田　葉　子 
岩　崎　成　子

委　員　長　板　橋　　　睦
副委員長　大　﨑　亜　希
委　　員　�軍　司　俊　紀 

増　田　葉　子 
海老原　作　一 
林　　　勝　利 
都　築　真理子 
鈴　木　博　美 
加　藤　亮　二 
大　野　忠　寄

委　員　長　藤　江　研　一
副委員長　林　　　勝　利
委　　員　�増　田　葉　子 

津　田　憲　吾 
鈴　木　博　美 
大　野　忠　寄
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

令和７年５月臨時会　議案と審議結果一覧

番　　号 件　　　　　名
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

大
﨑　
亜
希

大
野　
忠
寄

加
藤　
亮
二

鈴
木　
博
美

津
田　
憲
吾

都
築
真
理
子

林　
　
勝
利

松
谷　
知
美

稲
葉　
　
健

小
川　
利
彦

米
井　
重
行

岩
崎　
成
子

海
老
原
作
一

増
田　
葉
子

松
尾　
榮
子

軍
司　
俊
紀

金
丸　
和
史

板
橋　
　
睦

山
田
喜
代
子

藤
江　
研
一

近
藤　
瑞
枝

《　議　案　》

承認第１号 専決処分の承認を求めること
（印西市税条例の一部改正） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

承認第２号 専決処分の承認を求めること
（印西市都市計画税条例の一部改正）承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承認第３号
専決処分の承認を求めること
（印西市国民健康保険税条例の一部
改正）

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

同意第１号 印西市監査委員の選任につき同意を
求めること（海老原作一議員） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

＊専決処分…�本来は議会が議決しなければならない事件を、緊急な場合など、行政運営の遅れや滞りを防ぐため、例外的に市長が
議会の議決に代わり意思決定すること。なお、時間的に議会の招集を待てないなどの専決処分では、議会への報告と、
議会の承認が必要です。

　
令
和
５
年
の
改
選
後
、
印
西

市
議
会
で
は
、
議
会
の
活
動
原

則
等
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年

間
か
け
テ
ー
マ
を
決
め
常
任
委

員
会
の
所
管
事
務
調
査
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
常
任
委
員
会

の
所
管
事
務
調
査
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
総
務
企
画
・
文
教
福
祉
・
建

設
経
済
の
三
つ
の
常
任
委
員
会

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
、

総
務
企
画
常
任
委
員
会
は
、「
公

共
交
通
に
関
す
る
こ
と
」、「
公

共
施
設
政
策
に
つ
い
て
」、「
入

札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て
」を
、

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
、「
文

教
福
祉
施
設
の
在
り
方
（
人
口

増
加
自
治
体
で
の
諸
課
題
へ
の

対
応
）」
を
、
建
設
経
済
常
任

委
員
会
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

実
現
に
向
け
て
」、「
印
西
市
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た

ま
ち
づ
く
り
及
び
景
観
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
を
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
５
月
14
日
に
印
西

市
議
会
所
管
事
務
調
査
報
告
会

を
開
催
し
、
常
任
委
員
会
ご
と

に
２
年
間
の
調
査
研
究
の
成
果

を
報
告
発
表
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
と
い

う
こ
と
で
、
若
干
の
修
正
等
は

あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
当
初
の

計
画
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
新
し
い
常
任
委
員
会
の
委
員

構
成
も
決
定
し
、
近
藤
議
長
の

指
示
に
よ
り
新
た
な
所
管
事
務

調
査
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

前
議
長　
海
老
原　
作
一
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

一般質問
　議員は、市民の代表として印西市の市政全般について幅広く質問することができます。
これに対し市は、今後の事業計画や現状を説明し、議論を深めていきます。
　このやり取りは、市民の声を市政に届け、より良い印西市を作るためにとても重要な
ことです。
　令和７年第２回定例会では、６月５日から６月10日に個人質問が行われ、市政全般に
対して活発な議論が展開されました。
　ここではその一部を掲載いたします。
　この掲載記事は、各議員本人が作成したものです。

まちづくりを問う

１． 加藤　亮二 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P７

２． 林　　勝利 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P７

３． 米井　重行 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P８

４． 松尾　榮子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P８

５． 増田　葉子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P９

６． 山田喜代子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P９

７． 津田　憲吾 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P10

８． 稲葉　　健 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P10

９． 鈴木　博美 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P11

10． 板橋　　睦 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P11

11． 大﨑　亜希 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P12

12． 松谷　知美 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P12

13． 小川　利彦 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P13

14． 金丸　和史 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P13

15． 藤江　研一 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P14

16． 都築真理子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P14

17． 軍司　俊紀 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P15

18． 海老原作一 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P15

個 人 質 問

おしらせ
録画中継はこちらから
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
近
く
に
お
け
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
市
は
い

つ
当
該
計
画
を
把
握
し
、
現
在
ま

で
ど
の
よ
う
な
対
応
・
調
整
を
行

っ
て
き
た
の
か
。

市
長　
令
和
４
年
６
月
、
当
該
計

画
の
設
計
業
者
よ
り
下
調
査
と
し

て
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
築
計
画
に

つ
い
て
最
初
の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
後
、
法
令
規
制
等
の
調
査
、
確

認
、相
談
な
ど
が
複
数
回
あ
っ
た
。

私
も
市
長
就
任
後
、
継
続
的
な
議

論
を
続
け
、
昨
年
の
12
月
に
は
私

の
率
直
な
意
見
を
事
業
者
幹
部
に

対
し
直
接
お
伝
え
し
た
。

質
問
１　
戸
神
川
調
節
池
の
鳥
害

に
つ
い
て
市
は
把
握
し
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　
令
和
６
年
11
月

末
の
調
査
で
約
２
２
０
０
羽
の
生

息
が
確
認
さ
れ
た
と
千
葉
県
印
旛

土
木
事
務
所
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
る
。

再
質
問　
県
が
実
施
し
て
い
る
対

策
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
支
援
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁　
千
葉
県
印
旛
土
木
事
務
所

が
対
策
に
当
た
っ
て
お
り
効
果
も

確
認
で
き
て
い
る
。
市
と
し
て
は

今
後
も
円
滑
に
対
策
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
。

質
問
２　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う

医
療
・
介
護
体
制
の
整
備
状
況
と

再
質
問　
駅
前
の
貴
重
な
土
地
は
、

本
来
、
商
業
や
業
務
、
交
流
の
場

と
し
て
に
ぎ
わ
い
の
形
成
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
。
契
約
が
既
に

成
立
し
て
い
る
と
は
い
え
、
市
と

し
て
、
事
業
者
と
ど
の
よ
う
な
協

議
体
制
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

都
市
建
設
部
長　
市
民
の
声
を
く

み
取
り
な
が
ら
、
開
発
事
業
者
に

対
し
、
事
前
協
議
手
続
き
の
中
で

公
平
公
正
な
立
場
を
原
則
と
し
た

上
で
、
可
能
な
限
り
協
議
・
調
整

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

再
質
問　
市
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
導
入
し
、
今
後
の
制
度
や

条
例
整
備
に
活
か
す
方
針
を
示
し

た
が
、
そ
の
具
体
的
な
制
度
設
計

や
適
用
対
象
の
位
置
付
け
は
。

答
弁　
具
体
的
な
制
度
設
計
は
現

在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

ま
ず
は
駅
周
辺
に
お
い
て
、
今
後

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
対
す

る
制
限
が
行
え
る
よ
う
、
地
区
計

画
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。

課
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
医
療
・
介
護
体
制
に

つ
い
て
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
補

完
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
い
る
。課
題
に
つ
い
て
は
、

医
療
や
介
護
に
携
わ
る
人
材
の
確

保
や
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
３　
若
年
層
や
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　
政
策
の
５
つ
の
柱
を
公
約

に
掲
げ
て
い
る
が
、
教
育
・
子
育

て
に
お
い
て
若
年
層
や
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
を
、
健
康
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
に
お
い
て
は
、
シ
ニ

ア
世
代
の
方
々
が
ず
っ
と
元
気
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

や
居
場
所
づ
く
り
、
移
動
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

問

答

答

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

戸
神
川
調
節
池
の
鳥
害
対
策
に
つ
い
て

地
区
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
た

県
の
対
策
に
協
力
し
て
い
く

加
藤　
亮
二 

議
員

林　
勝
利 

議
員

千葉ニュータウン中央駅近くに
建設予定のデータセンター

戸神川調節池の様子
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問　
日
本
は
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
い
、
労
働
力
全
体
が
減
少

し
て
い
る
が
、
特
に
深
刻
な
の
が

若
年
層
の
労
働
人
口
の
急
減
で
あ

る
。15
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
層
は
、

こ
の
20
年
で
大
幅
に
減
少
し
、
今

後
も
加
速
度
的
に
縮
小
し
て
い
く

見
通
し
だ
。
状
況
打
開
の
た
め
に

は
、
若
者
が
「
働
き
た
い
」
と
思

え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
何
よ

り
重
要
だ
。
若
者
や
移
住
者
の
地

元
で
の
就
職
・
就
労
定
着
す
る
こ

と
を
促
進
す
る
た
め
、
地
元
定
着

補
助
金
の
よ
う
な
制
度
、例
え
ば
、

地
元
企
業
に
就
職
し
た
新
卒
者
や

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー

質
問　
当
計
画
に
つ
い
て
は
１
年

以
上
前
か
ら
「
市
民
か
ら
不
安
の

声
が
あ
る
が
、
市
は
動
向
を
把
握

し
て
い
る
か
」
と
質
問
し
て
き
た

が
、
い
ず
れ
も
「
新
た
な
開
発
等

の
申
請
は
な
い
状
況
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事

業
収
束
後
、
第
三
者
企
業
へ
の
売

却
や
民
民
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ル
ー
ル
が
不
明
確
で

不
透
明
さ
が
増
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
周
辺
や
印
西
牧
の
原
駅
周
辺

に
は
、
他
に
も
現
在
駐
車
場
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
広
い
土
地
が
あ

る
。
今
回
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
計

ン
就
職
者
に
対
す
る
補
助
、
資
格

取
得
支
援
、
就
労
に
伴
う
転
居
者

に
対
し
、
一
定
期
間
家
賃
の
一
部

を
補
助
す
る
家
賃
補
助
な
ど
事
例

が
あ
る
。印
西
市
の
方
針
を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　
若
者
や
移
住
者

が
地
元
に
定
着
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
人
口
減
少
対
策
に
寄
与

す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
特
に
、
職
場
と
住

ま
い
が
近
接
す
る
「
職
住
近
接
」

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
若
者

や
移
住
者
の
定
着
を
促
進
す
る
上

で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
提
案
い

た
だ
い
た
「
地
元
企
業
に
就
職
し

た
新
卒
者
へ
の
補
助
」
や
「
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
家
賃
補

助
」
な
ど
、
他
自
治
体
の
先
進
的

な
取
り
組
み
や
有
効
な
支
援
策
を

参
考
に
す
る
。
今
後
は
、
若
者
お

よ
び
移
住
者
の
定
着
促
進
に
資
す

る
新
た
な
支
援
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
、関
係
部
局
等
と
連
携
の
上
、

調
査
・
検
討
を
進
め
る
。

画
が
通
れ
ば
、
同
様
の
計
画
が
何

件
も
続
く
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長　
同
様
の
条
件
の

土
地
は
他
に
も
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
実
効
性
の
あ
る
制
度
の
整

備
が
急
務
で
あ
り
、
駅
周
辺
に
お

い
て
建
設
に
制
限
が
行
え
る
よ
う

地
区
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問　
市
は
駅
前
な
ど
人
々
が

集
ま
る
商
業
地
区
等
に
建
設
さ
れ

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

市
長　
今
回
の
開
発
予
定
地
は
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
北
口
か

ら
徒
歩
５
分
と
い
う
街
の
中
心
で

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
場
所
で
あ
り
多
く

の
市
民
の
生
活
の
場
の
中
心
で
も

あ
る
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
場
所

に
は
こ
う
し
た
地
域
の
状
況
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
が
整
備
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問

問

答

答

地
元
で
の
就
職
・
就
労
へ
の
補
助
金
を

中
央
駅
前
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
ど
う
対
応

支
援
制
度
の
導
入
を
調
査
・
検
討
す
る

早
期
に
地
区
計
画
の
見
直
し
を
図
る

米
井　
重
行 

議
員

松
尾　
榮
子 

議
員

千葉ニュータウン中央駅前の
データセンター計画地

働くなら印西で！
若者の定着促進
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問
１　
昨
春
、
大
規
模
な
山
林

火
災
が
立
て
続
け
に
起
き
た
。
野

焼
き
が
火
元
で
は
な
い
か
と
さ
れ

て
い
る
。
印
西
市
も
住
宅
に
近
い

民
有
林
が
多
数
あ
り
、
３
月
に
は

森
林
に
囲
ま
れ
た
違
法
堆
積
物
か

ら
出
火
し
、
心
配
す
る
声
が
あ
っ

た
。
現
在
、
野
焼
き
は
原
則
禁
止

で
農
作
業
上
必
要
な
も
の
等
は
例

外
と
さ
れ
て
い
る
が
、
異
常
な
高

温
や
乾
燥
な
ど
気
象
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
で
、
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
。
事
前
届
出
の
上
、
全

面
禁
止
に
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
臭
い
や
煙
の
苦

質
問
１　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
側
に

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
が
浮

上
し
た
。
市
長
は
Ｘ
で
「
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
施
設
が
整
備
さ
れ
る

べ
き
」
と
述
べ
た
。
市
民
の
不
安

の
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　
今
は
開
発
業
者

か
ら
市
に
対
し
て
正
式
な
事
前
協

議
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
前
の

段
階
。
開
発
業
者
に
は
市
民
に
寄

り
添
い
な
が
ら
計
画
を
検
討
し
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

駅
前
エ
リ
ア
や
市
民
の
生
活
圏
に

隣
接
し
た
エ
リ
ア
に
お
け
る
「
新

情
が
あ
っ
た
と
き
は
、
現
場
を
確

認
し
、
状
況
に
応
じ
て
指
導
し
て

お
り
、今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

質
問
２　
住
宅
に
近
接
し
て
、
ま

た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
住
民
の
健
康

的
な
生
活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す

る
の
か
、
低
周
波
振
動
を
心
配
す

る
声
も
あ
る
。
現
在
の
環
境
保
全

条
例
の
規
制
基
準
で
は
対
応
で
き

な
い
状
況
も
想
定
さ
れ
る
。
環
境

保
全
条
例
は
制
定
か
ら
25
年
改
正

さ
れ
て
い
な
い
。
野
焼
き
全
面
禁

止
、
林
立
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

を
視
野
に
入
れ
た
改
正
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
環
境
保
全
条
例

は
、
関
係
法
令
に
準
じ
た
規
制
基

準
を
設
定
し
て
い
る
。
低
周
波
音

は
国
に
お
い
て
明
確
な
規
制
基
準

等
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
喫
緊

に
改
正
す
べ
き
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、改
正
の
必
要
性
を
検
討
し
、

遅
滞
な
く
対
応
し
て
い
き
た
い
。

た
な
ル
ー
ル
づ
く
り
」
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

質
問
２　
介
護
の
必
要
な
人
等
へ

の
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
枚
数
年
間

30
枚
を
実
情
に
合
わ
せ
増
や
す
考

え
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
制
度
の
見
直
し
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問
３　
高
齢
者
が
横
断
歩
道
を

渡
り
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
信

号
機
の
時
間
延
長
の
考
え
は
な
い

か
。

市
民
部
長　
安
全
確
保
は
重
要
だ
。

必
要
に
応
じ
道
路
管
理
者
等
と
連

携
を
図
り
、
安
全
な
交
通
環
境
が

整
備
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

質
問
４　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
も
増
え
、

孤
独
死
（
孤
立
死
）
も
起
き
て
い

る
。防
ぐ
た
め
の
対
策
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長　
市
は
こ
れ
ま
で
も
見

守
り
体
制
の
構
築
な
ど
防
止
に
努

め
て
き
た
。
今
後
も
地
域
と
協
働

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

問

問

答

答

生
活
に
寄
り
添
う
環
境
保
全
条
例
に

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
市
民
へ
の
影
響
は

改
正
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く

ル
ー
ル
づ
く
り
の
検
討
を
始
め
た

増
田　
葉
子 

議
員

山
田　
喜
代
子 

議
員

山林火災の原因は
人為的なものがほとんど

マンションとイオンの間に
データセンターが建設予定
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問
１　
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
に
つ
い
て
、
４
か
国
語
対

応
と
し
た
経
緯
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
平
成
28
年
度
に

外
国
人
居
住
者
数
の
人
数
を
踏
ま

え
、
英
語
版
、
中
国
語
版
、
韓
国

版
を
作
成
し
、
平
成
30
年
に
は
、

や
さ
し
い
日
本
語
版
を
作
成
し
た
。

再
質
問　
周
辺
市
に
比
べ
当
市
の

４
か
国
語
対
応
は
少
な
い
。
平
成

28
年
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
て
お

り
、
人
口
別
で
は
中
国
人
に
次
い

で
ベ
ト
ナ
ム
人
、
韓
国
人
と
な
っ

て
い
る
。
10
年
で
人
口
動
態
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
が
、
４
か
国
語

質
問　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
対
策

に
つ
い
て
市
が
想
定
し
て
い
る
被

害
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
本
市
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
係
る
特
別
措
置
法
の
規

定
に
よ
る
地
震
防
災
対
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
な
い
。
令
和
２
年
か
ら
３

年
に
実
施
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調

査
で
は
、
市
全
域
で
震
度
６
弱
か

ら
７
の
地
震
の
強
さ
を
予
測
し
、

最
も
大
き
な
被
害
を
想
定
し
て
お

り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
も

対
応
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

の
対
応
で
十
分
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
近
年
、
多
く
の
国
の
方
が

市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
他
の
外
国
語
版
の
作
成
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
２　
自
治
会
棟
や
集
会
所
の

設
置
要
件
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長　
50
戸
以
上
の
開
発
事

業
の
場
合
に
、
事
業
区
域
内
に
配

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

再
質
問　
集
会
施
設
の
建
設
に
対

す
る
補
助
・
支
援
状
況
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
弁　
１
㎡
当
た
り
15
万
円
ま
た

は
建
設
費
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を

補
助
基
準
額
と
し
、
10
分
の
７
か

ら
10
分
の
９・
５
の
補
助
率
を
掛

け
た
額
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し

て
い
る
。

再
質
問　
集
会
施
設
の
建
設
の
補

助
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
令
和
８
年
度
か
ら
の
補
助

事
業
の
拡
大
に
向
け
て
準
備
し
て

い
る
。

再
質
問　

災
害
時
に
、
市
民
の

方
々
が
避
難
す
る
際
に
ど
こ
へ
逃

げ
る
か
が
一
番
重
要
な
こ
と
と
考

え
る
が
、
市
内
に
は
あ
ま
り
避
難

誘
導
の
看
板
が
な
い
。
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　
各
指
定
避
難
所
に
は
、
避

難
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
避
難
所

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
避
難

誘
導
の
看
板
に
つ
い
て
は
災
害
の

状
況
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
る
避

難
経
路
が
不
通
と
な
る
場
合
な
ど

も
あ
り
、
現
在
、
設
置
の
予
定
は

な
い
。

再
質
問　
指
定
避
難
所
ま
で
の
避

難
経
路
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

市
民
に
周
知
な
ど
を
す
る
の
か
。

答
弁　
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定

し
、
各
世
帯
に
応
じ
た
複
数
の
避

難
経
路
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
防
災
訓

練
や
出
前
講
座
等
の
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
活
用
し
、
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

問

問

答

答

外
国
人
居
住
者
へ
の
行
政
情
報
公
開
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
市
の
想
定
は

多
言
語
化
を
進
め
て
い
る

震
度
６
弱
か
ら
７
の
強
さ
を
予
測

津
田　
憲
吾 

議
員

稲
葉　
健 

議
員

避難所に設置されている避難所等案内看板

英語版「ごみの分け方・出し方」
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問
１　
複
数
の
小
学
校
で
登
校

時
間
前
に
２
人
か
ら
60
人
の
児
童

が
待
機
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。
家
庭
の
状
況
を
丁

寧
に
調
査
し
把
握
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
今
後
、
国
か
ら
自
治
体

に
対
し
、
適
切
な
対
策
を
進
め
る

よ
う
通
知
さ
れ
る
予
定
。
通
知
を

受
け
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問
２　
学
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童

数
は
３
月
時
点
で
４
年
生
以
上
が

顕
著
で
あ
っ
た
。５
月
の
状
況
は
。

教
育
部
長　
学
童
ク
ラ
ブ
全
体
で

76
名
。
４
年
生
以
上
は
各
学
年
約

20
名
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問　
市
長
公
約
の
学
童
ク
ラ

質
問　
平
賀
小
、
六
合
小
、
い
に

は
野
小
の
今
後
の
学
校
経
営
は
。

教
育
部
長　

平
賀
小
は
築
35
年
、

児
童
数
は
令
和
７
年
度
70
人
、
令

和
13
年
度
は
36
人
と
予
測
。
六
合

小
は
築
47
年
、
児
童
数
は
令
和
７

年
度
65
人
、
令
和
13
年
度
は
51
人

と
予
測
。い
に
は
野
小
は
築
25
年
、

児
童
数
は
令
和
７
年
度
４
０
３
人
、

令
和
13
年
度
は
１
８
０
人
と
予

測
。
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
で

は
、
平
賀
小
は
令
和
11
年
度
、
六

合
小
は
令
和
10
年
度
に
大
規
模
改

修
の
設
計
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問　
３
校
の
令
和
７
年
度
の

児
童
総
数
は
５
３
８
人
、
令
和
13

ブ
不
足
解
消
に
向
け
た
進
捗
は
。

答
弁　
学
校
施
設
を
活
用
し
た
受

入
定
員
増
や
、
民
間
学
童
ク
ラ
ブ

と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

質
問
３　
今
年
度
の
市
総
合
防
災

訓
練
に
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
想
定

し
た
訓
練
は
。

環
境
経
済
部
長　
非
常
に
有
効
だ

が
、
様
々
な
影
響
か
ら
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問　
飼
い
主
向
け
に
講
習
と

避
難
所
で
の
体
験
会
を
セ
ッ
ト
に

し
た
機
会
を
設
け
て
は
。

答
弁　
千
葉
県
獣
医
師
会
な
ど
と

調
整
し
検
討
し
て
い
く
。

質
問
４　
浄
化
槽
設
置
基
数
は
。

環
境
経
済
部
長　
県
か
ら
令
和
５

年
度
で
６
３
４
５
基
と
伺
っ
た
。

再
質
問　
法
定
検
査
の
受
検
率
は
。

答
弁　
36・０
％
と
伺
っ
て
い
る
。

再
質
問　
当
市
の
受
検
率
向
上
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
弁　
法
定
検
査
の
受
検
を
促
す

文
書
送
付
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

年
度
は
２
６
７
人
で
約
半
数
に
な

る
。
３
校
の
令
和
13
年
度
の
児
童

数
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　
平
賀
小
は
４
学
級
で
過
小

規
模
校
、
六
合
小
は
６
学
級
で
小

規
模
校
、
い
に
は
野
小
は
８
学
級

で
小
規
模
校
の
予
測
と
な
る
。

再
質
問　
大
森
小
、
木
下
小
の
今

後
の
学
校
経
営
は
。

答
弁　
大
森
小
は
築
46
年
、
児
童

数
は
令
和
７
年
度
１
６
８
人
、
令

和
13
年
度
は
２
７
２
人
と
予
測
。

木
下
小
は
築
50
年
、
児
童
数
は
令

和
７
年
度
２
１
３
人
、
令
和
13
年

度
は
２
７
２
人
と
予
測
。
大
森
小

は
現
在
大
規
模
改
修
中
。
木
下
小

は
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
で

は
、
令
和
８
年
度
に
大
規
模
改
修

の
設
計
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問　
地
形
的
安
全
面
、
体
育

館
、
プ
ー
ル
、
校
庭
の
現
状
は
。

答
弁　
木
下
小
の
体
育
館
は
築
47

年
、
プ
ー
ル
は
築
54
年
、
校
庭
の

面
積
は
４
５
２
７
㎡
で
あ
る
。

問

問

答

答

小
１
の
壁
対
策
、
実
態
把
握
は

今
後
の
学
校
経
営
の
在
り
方
は

国
の
通
知
を
受
け
て
対
応
し
て
い
く

大
規
模
改
修
計
画
を
進
め
て
行
く

鈴
木　
博
美 

議
員

板
橋　
睦 

議
員

登校中の児童の様子

数年後に児童が半数になる、
いには野小学校
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問
１　
催
し
物
の
種
類
や
目
的

に
応
じ
、
芸
術
ホ
ー
ル
の
早
期
予

約
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
「
柔
軟

な
運
用
」
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

教
育
部
長　
市
民
が
、
よ
り
身
近

に
、
よ
り
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
市
内
各
公
民
館
と
同
様
の

規
則
で
定
め
て
い
る
。
今
後
は
、

利
用
状
況
や
利
用
者
か
ら
の
意
見

等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問　
優
先
的
に
利
用
で
き
る

行
事
や
催
し
に
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
市
の
機
関
が
事
務
事
業
を

行
う
場
合
、
国
や
他
の
自
治
体
が

質
問　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
北
側
の
民
有
地
に
建
設
予
定
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
者
へ
、
市

長
は
「
素
直
な
意
見
を
伝
え
て
い

る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
意
見

は
市
長
個
人
と
し
て
の
見
解
か
、

市
の
正
式
な
見
解
・
要
請
か
。

市
長　
市
長
で
あ
る
私
の
考
え
を

事
業
者
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

再
質
問　
市
長
が
事
業
者
へ
伝
え

た
意
見
の
内
容
や
、
伝
え
た
時

期
・
手
段
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
昨
年
12
月
、
事
業
者
本
社

を
訪
問
し
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
整
備
を
直
接
申
し
入
れ
た
。

再
質
問　
市
長
で
あ
る
私
の
考
え

市
に
関
係
す
る
事
業
を
行
う
場
合
、

指
定
管
理
者
ま
た
は
教
育
委
員
会

の
承
認
を
得
て
、
団
体
が
共
催
や

後
援
を
受
け
て
利
用
す
る
場
合
。

指
定
管
理
者
が
特
に
理
由
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
期

間
外
で
も
予
約
を
す
る
こ
と
が
可

能
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問
２　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
実
施
に
当
た
り
、
自
治
体
に

求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
本

市
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
自
治
体
に
お
い
て
は
、
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
子

ど
も
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の

広
報
・
周
知
・
関
係
者
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
を
つ
く
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

情
報
収
集
に
努
め
、
令
和
８
年
度

の
本
格
実
施
に
向
け
、
印
西
市
に

即
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
立
場
を
明

確
に
し
、
見
解
や
要
請
は
文
書
な

ど
で
正
式
に
伝
え
る
べ
き
だ
。
ま

た
、
そ
の
内
容
は
市
民
へ
の
説
明

責
任
も
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　
事
前
協
議
の
前

の
段
階
で
あ
り
公
平
に
協
議
を
進

め
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
も
様
々

な
場
で
果
た
し
て
い
く
。

再
質
問　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
が
進
む
場
合
、
地
域
住
民
の
意

見
を
十
分
に
踏
ま
え
、
住
民
と
共

生
で
き
る
施
設
整
備
と
な
る
よ
う
、

事
業
者
に
積
極
的
に
提
案
、
働
き

か
け
を
行
う
べ
き
だ
。
広
場
や
商

業
機
能
を
設
け
る
地
域
貢
献
の
提

案
や
夜
間
の
歩
道
照
明
の
整
備
、

建
物
の
緑
化
、
景
観
配
慮
等
、
生

活
環
境
の
配
慮
の
提
案
を
要
請
す

べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
は
。

答
弁　
公
平
公
正
な
立
場
を
原
則

に
、市
民
の
声
を
く
み
取
り
つ
つ
、

可
能
な
限
り
事
業
者
と
協
議
・
調

整
を
行
っ
て
い
く
。

問

問

答

答

芸
術
ホ
ー
ル
の
施
設
予
約
の
見
直
し
は

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
地
域
共
生
提
案
を

利
用
者
の
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る

公
平
公
正
を
原
則
に
協
議
・
調
整
す
る

大
﨑　
亜
希 

議
員

松
谷　
知
美 

議
員

300席のホール。座席可動で
フラットな会場へと転換

地域共生のデータセンターに
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問
１　
離
農
さ
せ
な
い
施
策
は
。

環
境
経
済
部
長　
関
係
機
関
と
連

携
し
、
協
議
の
場
を
設
け
、
丁
寧

に
集
約
化
を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

再
質
問　
離
農
者
の
増
で
耕
作
放

棄
地
が
発
生
す
る
が
、
こ
の
状
況

を
抑
え
る
施
策
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
あ
ら
か
じ
め
次
の
担
い
手

を
協
議
し
、
作
業
の
効
率
化
が
見

込
ま
れ
る
農
地
の
集
約
化
に
つ
い
て

も
、
地
域
で
方
向
性
を
決
め
て
お

く
こ
と
は
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生

を
防
ぐ
上
で
有
効
と
考
え
て
い
る
。

質
問
２　
各
公
共
施
設
内
外
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
各
施
設
の
改
修
時
や

質
問
１　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
さ

わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

関
係
を
伺
う
。

教
育
部
長　
さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
委
員
会
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
連
携
と
協
力
の
場
と

し
て
学
校
支
援
等
を
行
う
任
意
団

体
で
、
設
置
予
定
の
学
校
運
営
協

議
会
の
機
能
と
一
部
重
複
す
る
部

分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向

性
を
検
討
し
、
整
理
が
必
要
。

再
質
問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
運
営
主
体
は
ど
こ
か
。

答
弁　
各
小
中
学
校
が
主
体
性
を

維
持
し
な
が
ら
、
学
校
運
営
協
議

必
要
に
応
じ
て
、
千
葉
県
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
整
備
基
準
に

基
づ
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
改
修
を
進
め
て
い
る
。

質
問
３　
空
き
地
の
雑
草
等
の
除

去
に
関
す
る
条
例
制
定
後
の
状
況

を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　
関
係
部
局
を
介

し
て
、
土
地
所
有
者
等
に
、
管
理

不
良
状
態
の
改
善
を
お
願
い
し
て

い
る
。

質
問
４　
通
行
に
支
障
が
あ
る
雑

木
及
び
雑
草
の
対
策
で
、
通
学
路

で
は
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い

る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　
雑
木
や
雑
草
に

よ
り
市
道
の
通
行
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
と
連
絡
を
受
け
た
場
所
が

通
学
路
で
あ
っ
た
場
合
は
、
除
草

作
業
の
実
施
時
期
の
調
整
や
、
雑

草
等
の
繁
茂
状
況
等
に
応
じ
て
追

加
の
除
草
作
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

会
に
お
い
て
運
営
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　
モ
デ
ル
校
以
外
は
同
じ

時
期
に
設
置
す
る
の
か
。

答
弁　
今
後
は
調
整
が
つ
い
た
学

校
か
ら
順
次
、
設
置
に
向
け
た
諸

手
続
き
を
進
め
、
全
学
校
、
令
和

10
年
度
末
ま
で
に
設
置
し
た
い
。

質
問
２　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画

認
定
制
度
の
現
状
は
。

都
市
建
設
部
長　
令
和
６
年
度
に

市
内
で
３
件
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

し
て
認
定
を
行
っ
た
。

再
質
問　
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
周
知

は
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
一
定
の
工
事
を
含
む
大
規

模
修
繕
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に

対
し
て
長
寿
命
化
促
進
税
制
の
期

間
が
令
和
９
年
度
末
ま
で
延
長
さ

れ
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
を
し
て
い
る
。
今
後
は
き
め
細

か
く
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

問

問

答

答

印
西
市
の
農
業
政
策
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
設
置
予
定
は

行
政
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う

全
学
校
、
令
和
10
年
度
末
ま
で
に
設
置

小
川　
利
彦 

議
員

金
丸　
和
史 

議
員

豊作が期待される圃場

コミュニティスクールへ
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各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問
１　
船
穂
小
の
通
学
路
は
歩

道
が
狭
く
、
子
ど
も
た
ち
の
脇
を

大
型
車
が
走
行
し
て
危
険
。
ス
ク

ー
ル
バ
ス
運
行
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
現
時
点
で
運
行
予
定
は

な
い
。
市
で
は
ふ
れ
あ
い
バ
ス
再

編
に
向
け
た
運
行
ル
ー
ト
と
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
船

穂
小
登
校
時
間
を
考
慮
し
た
運
行

ダ
イ
ヤ
設
定
協
議
を
進
め
て
い
る
。

質
問
２　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
す
る
物
価
高
騰
重
点
支
援
交
付

金
の
実
施
状
況
は
。

市
長　
令
和
７
年
５
月
末
時
点
で

支
給
世
帯
数
５
８
９
５
世
帯
、
支

質
問　
災
害
時
の
通
電
火
災
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
複
数
考
え
ら
れ
る
が
、
災

害
時
に
お
い
て
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
電
気
を
遮
断
す
る
こ
と

が
有
効
な
手
段
で
、
火
災
発
生
前

の
準
備
と
し
て
は
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
の
設
置
、
家
電
製
品
の
ス
イ
ッ

チ
確
認
、
防
水
、
漏
電
対
策
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

再
質
問　
通
電
火
災
の
リ
ス
ク
認

識
に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長　
例
え
ば
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖

房
器
具

が
地
震

に
よ
り

転
倒
し

た
状
態

で
、
再

通
電
す

る
こ
と

が
原
因

で
、
周

給
額
１
億
７
６
８
５
万
円
で
あ
る
。

再
質
問　
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の

検
討
状
況
は
。

企
画
財
政
部
長　
７
年
度
推
奨
事

業
メ
ニ
ュ
ー
分
と
し
て
、
本
市
に

新
た
に
２
５
４
８
万
６
千
円
の
交

付
限
度
額
が
示
さ
れ
、
検
討
中
。

質
問
３　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
実
証
実
験
に
つ
い
て
、
市
街
化

地
域
で
も
利
用
可
能
と
す
る
市
民

か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
は
。

企
画
財
政
部
長　
市
街
化
区
域
で

も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
移
動

手
段
を
確
保
す
る
必
要
性
も
認
識

し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
の
検
証
と
併
せ
て
様
々
な
移

動
手
段
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
４　
千
葉
県
が
導
入
す
る
被

災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
へ

の
当
市
の
参
加
は
。

総
務
部
長　
迅
速
な
被
災
者
支
援

や
職
員
の
事
務
負
担
軽
減
に
係
る

有
用
性
を
認
識
し
た
の
で
、
シ
ス

テ
ム
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

囲
の
毛
布
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
熱

が
こ
も
り
出
火
す
る
リ
ス
ク
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　
他
の
自
治
体
で
は
補
助

制
度
を
導
入
し
て
い
る
例
も
あ
る

が
、
本
市
で
も
導
入
の
考
え
は
。

答
弁　
補
助
制
度
導
入
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
自
助

に
よ
る
設
置
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
収
集

に
努
め
る
。

再
質
問　
他
市
で
は
所
得
制
限
付

き
の
補
助
制
度
や
防
災
用
品
の
購

入
補
助
の
一
環
と
し
て
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
設
置
を
対
象
と
し
て
い

る
が
、
本
市
と
し
て
も
制
度
の
創

設
と
、
予
算
措
置
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
自
助
に
よ
る
設
置
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
た
め
、
市
と
し
て

支
援
す
る
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問

問

答

答

船
穂
小
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
補
助
制
度
を

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
設
定
を
協
議

他
の
自
治
体
の
情
報
収
集
に
努
め
る

藤
江　
研
一 

議
員

都
築　
真
理
子 

議
員

船穂小登校時間を考慮した運行が
期待されるふれあいバス

通電火災から命を守る感震ブレーカー
出典：消防庁HP
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各
常
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委
員
会
の
審
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議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

質
問　
印
西
牧
の
原
駅
周
辺
に
は

未
利
用
地
が
あ
り
、
義
務
教
育
学

校
予
定
地
の
隣
接
地
な
ど
も
含

め
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
予

定
が
あ
る
こ
と
も
認
識
さ
れ
て
い

る
は
ず
だ
。
新
た
な
街
づ
く
り
ル

ー
ル
を
独
自
に
策
定
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
部
長　
当
該
土
地
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
が
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建

設
の
計
画
は
聞
い
て
い
な
い
。

再
質
問　
地
区
計
画
の
見
直
し
に

は
時
間
が
か
か
る
た
め
、「
い
つ

質
問
１　
水
道
の
配
水
管
の
老
朽

化
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

上
下
水
道
部
長　
配
水
管
の
法
定

耐
用
年
数
は
40
年
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
経
過
し
た
管
路
延
長

の
割
合
は
約
16
％
で
あ
り
、今
後
、

相
応
に
高
ま
っ
て
い
く
。

再
質
問　
今
後
の
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答
弁　
点
検
・
修
繕
を
行
い
、
印

西
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ

き
更
新
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問
２　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

配
布
事
業
の
現
状
は
。

福
祉
部
長　
平
成
26
年
度
の
事
業

開
始
か
ら
延
べ
２
０
６
４
人
に
配

布
し
て
い
る
。

ま
で
に
何
を
判
断
す
る
か
」
を
明

確
に
す
べ
き
。
特
に
印
西
牧
の
原

駅
周
辺
な
ど
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

建
設
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
は
早

急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
印
西

牧
の
原
駅
圏
の
商
業
施
設
内
に
建

設
さ
れ
る
時
か
ら
こ
の
議
論
は
続

い
て
い
る
が
市
は
具
体
的
な
対
策

を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
は
あ
っ
て
も
、
国
や
県

へ
の
正
式
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た

の
か
疑
問
が
残
る
。
他
自
治
体
で

は
「
建
設
対
応
方
針
」
を
策
定
し

て
お
り
、
印
西
市
も
行
政
判
断
で

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
街

づ
く
り
や
財
政
戦
略
に
つ
い
て
、

法
律
に
基
づ
く
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
よ
う
求
め
た
い
。

市
長　
明
確
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

も
と
、
地
区
計
画
を
最
優
先
で
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
主
権
者
や
事
業
者
と
の
対
話

を
重
ね
つ
つ
、
国
の
制
度
改
正
に

も
働
き
か
け
て
い
く
。

再
質
問　
救
急
搬
送
時
の
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
の
活
用
実
績
は
。

答
弁　
印
西
地
区
消
防
組
合
の
報

告
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
で
１
２
９
８
件
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
印
西
市
の
件
数
は
92
件

で
あ
り
、
残
り
が
白
井
市
の
件
数

で
あ
る
。

再
質
問　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
周
知
案
内
に
、
動
画
、
絵
的
表

現
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
啓

発
・
周
知
行
為
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
必
要
性
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
命
を
つ
な
ぐ
も
の
と
認
識
で

き
る
よ
う
、
多
様
な
手
法
を
活
用

し
て
い
く
。

再
質
問　
医
療
情
報
を
最
新
の
も

の
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
広
報
い
ん
ざ
い
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

呼
び
か
け
に
加
え
、
チ
ラ
シ
を
作

成
す
る
な
ど
多
様
な
方
法
で
対
応

を
し
て
い
く
。

問

問

答

答

牧
の
原
駅
圏
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は

建
設
計
画
は
聞
い
て
い
な
い

経
営
戦
略
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く

軍
司　
俊
紀 

議
員

海
老
原　
作
一 

議
員

印西牧の原駅圏の広大な事業用地

命をつなぐ救急医療情報キット
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各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

陳
　
情

第
７

－

４
号

▼�

「
自
転
車
通
行
空
間
整

備
の
基
本
方
針
・
整
備

手
法
」
の
策
定
と
早
期

実
施
へ
の
陳
情

�

〈
議
員
配
付
〉

いんざい議会だよりを
スマートフォン用アプリでご覧になれます
　「議会だより」をより多くのみなさんに届ける情報発信手法として、
スマートフォン・タブレット用アプリ「マチイロ」で配信を行っています。
　「マチイロ」のアプリをダウンロードすれば、スマートフォンやタブ
レットからいつでも、どこでも「議会だより」を読むことができます。

　�印西市ホームページに接続しなくても、またオフラインでも「議会
だより」を閲覧できます。

　最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。
　新着情報と連動してお知らせが届きます。
　ページめくりや拡大縮小なども簡単にできます。
　�スクラップ機能として、範囲を指定して画像を保存することがで
きます。保存した記事はメールへの添付やSNSでシェアできます。

　アプリのオリジナルコンテンツを見ることができます。

App Store・Google Playから
「マチイロ」を検索しダウンロード。

お住まいの地域など、簡単な設定をします。

使用開始

※�アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の
負担となります。

1

2

3

始めるのは簡単です こんな使い方もできます

右の2次元コードからも
ダウンロードできます。

　
滝
野
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
の
び

っ
こ
」
で
夏
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
雷

の
た
め
外
遊
び
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

体
育
館
に
は
輪
投
げ
な
ど
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。工
夫
あ
ふ
れ
る
催
し
に
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。
ア
イ
ス
や
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

な
ど
の
お
や
つ
も
好
評
で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
運
営
す
る
堀
越
愛
さ
ん
は
「
親
で

も
先
生
で
も
な
い
大
人
と
の
関
り
に
こ
そ
、

こ
の
教
室
の
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
見
守
り
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会 　暮らしと未来をつなぐ、

　　　　　補正予算が決定！
６月12日に委員10人出席のもと審査を行い、議案第７号、議案第８号、議案第９号の３議案が全
会一致で原案どおり可決されました。
今回は、市民の皆さんの暮らしや教育、安心・安全に関わる重要な施策が多数盛り込まれています。

（仮称）東の原義務教育学校の整備設計に予算を計上。
児童数の増加が見込まれる地域に、新たな義務教育
学校を設計するための予算が盛り込まれました。
既存校の過密化を解消し、子どもたちの学びやすい
環境を整えるための第一歩となります。

木下小学校の別所地区の児童に対し、登下校時の安全確保の観
点から、スクールバスの運行を行うこととしました。
今回の補正により、通学支援のさらなる充実が図られます。

千葉ニュータウン中央駅圏の複合施設の建設整備が進んでいます。
今回は物価高騰・人件費増・金利変動に対応する増額措置が取られ
ました。※債務負担行為の再設定

第２期GIGAスクール構想により、教育用端末を更新。
子どもたちのICT教育を支えるため、故障率の低いiPadをリース契約で
導入。学びの質の向上を図ります。※債務負担行為の設定

八潮市の事故を受けて安全で安心なまちづくりのために、大口径の
雨水管を対象とした重点調査を実施。
点検による管路の確認は台風や集中豪雨への備えとなります。

【教育】新しい学校づくりへ第一歩！

【子どもの安心】通学支援で安全を確保

【暮らし】千葉ニュータウン中央駅圏複合施設

【教育】iPadを導入！児童・教職員に計15,000台導入

【インフラ】老朽化した雨水管路の点検を強化

５，５００万円

５６８万４千円

７２億９，９１４万２千円（事業期間R７〜26年度）

１１億５，５８１万円（事業期間R７〜12年度）

３，５４０万円（下水道事業会計）

Pick up

01

Pick up

03

Pick up

05

Pick up

02

Pick up

04

※本イラストはイメージ図です

注目の５つをピックアップ！！
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〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

【
議
案
第
８
号　
印
西
市
保
健

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
令
和
７
年
８
月
１
日

を
も
っ
て
、
高
花
保
健
セ
ン
タ

ー
、
印
旛
保
健
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
し
て
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に

集
約
し
、
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
し
て
大
森
保
健
セ
ン
タ

ー
に
集
約
す
る
。

　
　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
は
。

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
印
旛
と
本
埜
と
高
花

は
廃
止
す
る
が
、
健
診
や
相
談

は
、
今
ま
で
ど
お
り
会
場
を
借

り
て
、実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
も
の
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
ま
た
、
事
前
の
健
康
相
談

問答

は
現
在
も
予
約
制
で
行
っ
て
い

る
が
、
引
き
続
き
公
共
の
施
設

を
借
り
て
行
う
予
定
で
あ
り
、

そ
こ
の
部
分
も
問
題
な
い
と
考

え
る
。

　
　
　
廃
止
さ
れ
る
高
花
、
印

旛
、
本
埜
の
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
通
わ
れ
て
い
た
方
々

に
対
す
る
配
慮
は
。

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

と
思
っ
て
支
所
の
窓
口

に
来
た
方
に
つ
い
て
は
、
電
話

問答

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
ぎ
直
接
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
や
り
取

り
す
る
こ
と
で
、
解
消
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
保
健
師
の
家

庭
訪
問
も
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。

　
　
　
専
門
職
員
及
び
施
設
の

集
約
を
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
職
員
数
に
増
減
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
人
た
ち
が
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

　
　
　
職
員
の
増
減
は
、
こ
の

４
月
か
ら
と
廃
止
後
で

変
更
は
な
い
。
毎
日
交
代
で
行

っ
て
い
た
部
分
が
な
く
な
る
の

で
、
業
務
負
担
が
非
常
に
少
な

く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

保
健
セ
ン
タ
ー
集
約
へ

審
査
結
果

番号 件　　名 結果

議案第５号 印西市保健センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

印西市議会では、全ての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。
各委員会に付託された議案と審査内容の一部を要約して掲載します。

各常任委員会の審査

文教福祉常任委員会� 福祉部・健康子ども部・教育委員会を所管

総合保健センターが入るコスモスパレットⅡ
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〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

【
議
案
第
６
号　
印
西
市
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
】

【
内
容
】
印
西
都
市
計
画
地
区
計
画
に

定
め
る
木
刈
四
丁
目
地
区
地
区
整
備
計

画
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
敷
地
面
積

及
び
壁
面
の
位
置
に
関
す
る
制
限
に
つ

い
て
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
制
限
の
実
効
性
を
確
保
す
る
も

の
。
ま
た
本
市
に
お
い
て
定
め
て
い
る

地
区
計
画
の
区
域
は
、
37
地
区
あ
り
、

木
刈
四
丁
目
地
区
を
新
た
に
適
用
区
域

と
し
て
加
え
る
も
の
。

　
　
　
今
回
の
地
区
計
画
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
、
経

過
は
。

　
　
　
木
刈
四
丁
目
の
自
治
会
役
員
よ

り
相
談
を
受
け
、
合
意
形
成
に

至
っ
た
。
千
葉
県
や
千
葉
地
方
検
察
庁

と
協
議
を
行
い
、
令
和
７
年
３
月
19
日

付
で
本
市
の
都
市
計
画
審
議
会
に
お
け

る
審
査
、
都
市
計
画
法
第
19
条
に
基
づ

く
千
葉
県
と
の
協
議
を
経
て
、
５
月
27

日
付
で
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計

問答

画
の
決
定
告
示
を
行
っ
た
。

　
　
　
地
区
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
、

７
割
以
上
の
同
意
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認
を
行

っ
た
の
か
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
11
日
付
で
提
出

さ
れ
た
地
区
計
画
提
案
書
に
よ

り
４
８
９
名
中
同
意
者
数
が
３
４
３

名
、
70
％
の
同
意
の
確
認
が
で
き
た
。

　
　
　
条
例
の
施
行
が
令
和
８
年
１
月

１
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
施
行

日
の
時
期
の
設
定
理
由
は
。

　
　
　
都
市
計
画
法
上
は
既
に
効
力
が

発
生
し
て
お
り
、
本
条
例
の
第

17
条
に
罰
則
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
罰

則
規
定
を
所
管
す
る
千
葉
地
方
検
察
庁

と
の
協
議
に
お
い
て
、
公
布
日
か
ら
半

年
間
程
度
の
周
知
期
間
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問答問答

初
め
て
の
都
市
計
画
提
案
制
度
活
用
事
例

審
査
結
果

番号 件　　名 結果

議案第６号 印西市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の
制定 可決

建設経済常任委員会� 環境経済部・都市建設部・上下水道部・農業委員会を所管

敷地面積及び壁面の位置に関する制限
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

総務企画常任委員会� 総務部・企画財政部・市民部・会計課・選挙管理委員会・監査委員を所管

【
議
案
第
１
号
】【
内
容
】
育
児
休
業

法
等
の
改
正
に
伴
う
部
分
休
業
の
取

得
形
態
の
変
更
の
た
め
の
条
例
改
正

　
　
　
非
正
規
職
員
も
対
象
か
。

　
　
　
非
常
勤
職
員
の
場
合
は
、
要

件
が
あ
り
、
１
週
間
の
勤
務

日
数
が
３
日
以
上
、
ま
た
は
１
年
間

の
勤
務
日
数
が
１
２
１
日
以
上
の
職

員
が
対
象
と
な
る
。

【
議
案
第
２
号
】【
内
容
】
公
益
財
団

法
人
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

公
益
財
団
法
人
印
旛
・
柏
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

条
例
改
正

　
　
　
変
更
の
内
容
は
。

　
　
　
令
和
７
年
４
月
か
ら
対
象
法

人
の
構
成
市
・
町
に
柏
市
が

問答問答

加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
エ
リ
ア
が
拡

大
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
法
人

の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。

【
議
案
第
３
号
】【
内
容
】
一
般
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
改
正
に
伴

う
条
例
改
正

【
議
案
第
４
号
】【
内
容
】
地
方
税
法

等
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

　
　
　
申
告
様
式
の
変
更
は
。

　
　
　
国
の
所
得
税
の
様
式
を
使
用

す
る
の
で
、
課
等
で
の
負
担

は
な
い
。

　
　
　

公
示
送
達
方
法
の
追
加
と

は
。

　
　
　
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
内

容
を
表
示
す
る
こ
と
、
市
役

所
内
の
市
民
開
放
用
パ
ソ
コ
ン
等
で

の
閲
覧
す
る
等
の
方
法
が
定
め
ら
れ

問答問答

て
い
る
。
公
示
送
達
方
法
に
つ
い
て

は
、「
民
事
訴
訟
法
の
公
示
送
達
制

度
の
見
直
し
」
の
通
知
が
行
わ
れ
る

予
定
で
、
今
後
は
こ
の
通
知
を
参
考

に
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
議
案
第
10
号
】【
内
容
】
国
会
議
員

の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関

す
る
法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

　
　
　
全
て
の
選
挙
に
適
用
さ
れ
る

の
か
。

　
　
　
国
政
選
挙
、
地
方
選
挙
問
わ

ず
全
て
の
選
挙
に
適
用
さ
れ

る
。 問答

育
児
休
業
法
等
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
、

他
４
議
案

審
査
結
果

番号 件　　名 結果
議案第１号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第２号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第３号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例及び印西市職員の定年等に関する条例
等の一部を改正する等の条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第４号 印西市税条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第10号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定 可決

このまちに大切な
有権者の一票を
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

令和７年第２回定例会　議案と審議結果一覧

番　　号 件　　　　　名

議
決
結
果

大
﨑　
亜
希

大
野　
忠
寄

加
藤　
亮
二

鈴
木　
博
美

津
田　
憲
吾

都
築
真
理
子

林　
　
勝
利

松
谷　
知
美

稲
葉　
　
健

小
川　
利
彦

米
井　
重
行

岩
崎　
成
子

海
老
原
作
一

増
田　
葉
子

松
尾　
榮
子

軍
司　
俊
紀

金
丸　
和
史

板
橋　
　
睦

山
田
喜
代
子

藤
江　
研
一

近
藤　
瑞
枝

《　議　案　》　（　市長提出議案　）

議案第１号 職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２号
公益的法人等への職員の派遣等に関
する条例の一部を改正する条例の制
定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３号

職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例及び印西市職員の定年等
に関する条例等の一部を改正する等
の条例の一部を改正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第４号 印西市税条例の一部を改正する条例
の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第５号
印西市保健センターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例
の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議案第６号
印西市地区計画の区域内における建
築物の制限に関する条例の一部を改
正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第７号 令和７年度印西市一般会計補正予算
（第２号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第８号 令和７年度印西市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第９号 令和７年度印西市下水道事業会計補
正予算（第１号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第10号
特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めること（馬場　正実氏） 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めること（平田　茂康氏） 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

諮問第３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めること（小林　すみ子氏）適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

※○＝賛成、　×＝反対、　退＝退席、　欠＝欠席、　―＝その他
※議長（近藤瑞枝）は採決に加わりません。
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

　
「
印
西
市
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の

他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
議

会
に
お
け
る
会
派
（
※
１
）
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
交
付
額
は
会
派
の
所
属
議
員

数
に
年
額
36
万
円
（
年
度
内
に

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
月
割

り
）
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
各
会
派
は
、
年
度
末
に
領
収

証
等
の
必
要
書
類
を
添
え
て
収

支
報
告
書
を
議
長
に
提
出
し
、

残
額
は
市
に
返
還
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）
印
西
市
議
会
で
は
、
２
人
以

上
の
議
員
に
よ
り
結
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
政
務
活
動
費
の
交
付

に
あ
た
っ
て
は
、
所
属
議
員
が
１
人
の

場
合
で
も
会
派
名
を
付
し
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
と
は
…

令
和
６
年
度

政
務
活
動
費

収
支
報
告

調査研究費…会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
研　修　費… �会派が研修会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会の参加に

要する経費
広　報　費…会派が行う活動及び市政について住民に報告するために要する経費
広　聴　費… �会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談

等の活動に要する経費
資料作成費…会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
資料購入費…会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
人　件　費…会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費
●交際費的（慶弔費等）な経費や政党活動、選挙活動などには支出することはできません。

■令和６年度　政務活動費収支報告（令和６年４月～令和７年３月）� （単位：円）

会派名 人数 交付額
支出額

返還額調　査
研究費 研修費 広報費 広聴費 資　料

作成費
資　料
購入費 人件費 計

創　　進 5 1,800,000 16,168 40,000 1,509,685 20,756 4,425 18,250 0 1,609,284 190,716

新　　政 4 1,320,000 355,836 133,428 552,530 0 69,322 28,853 0 1,139,969 180,031

至　　誠 3 1,260,000 0 0 606,612 0 0 0 0 606,612 653,388

ＴＯ　ＢＥ 3 1,080,000 0 116,558 0 0 0 0 0 116,558 963,442

いま未来（※２） 2 480,000 0 10,000 459,334 0 0 0 0 469,334 10,666

公 明 党 1 720,000 0 41,495 673,958 0 20 1,188 0 716,661 3,339

日本共産党 1 360,000 0 0 360,000 0 0 0 0 360,000 0

印西ダイバーシティ 1 360,000 0 0 348,893 0 0 0 0 348,893 11,107

歩 1 360,000 36,131 0 0 0 0 16,500 0 52,631 307,369

One印西（※３） 1 90,000 0 0 0 0 0 0 0 0 90,000

計 7,830,000 408,135 341,481 4,511,012 20,756 73,767 64,791 0 5,419,942 2,410,058

※２　会派　いま未来　は、議員補欠選挙により年度途中で結成しています（令和６年７月24日結成）。
※３　会派　One印西　は、議員辞職により年度途中で解散しています（令和６年７月１日解散）。

使
途
項
目（
解
説
）

領収書を含めた各会派の政務活動費収支報告
書は、市役所１階行政資料コーナー及び市議
会ホームページで閲覧できます。 おしらせ
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一
般
質
問

陳　
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
収
支
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

「声の議会だより」を作成しています
　目が不自由など文字による情報入手が困難な方のために、「議会だより」
をCDに録音した「声の議会だより」を印西市社会福祉協議会に委託し、
作成しています。
　配布を希望される方は、障がい福祉課☎0476（33）4639までご相談
ください。

編

集

後

記

　
５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
、
新
議
長
、
副
議
長
、
各
常
任
委

員
長
、
副
委
員
長
等
の
新
し
い
議
会
人
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
７
月
の
市
長
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
藤
代
市
長
と
と
も
に
二
元

代
表
制
の
新
し
い
布
陣
が
整
い
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
、
６
名
の
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
４
名
が
当
選
１
期
目
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
陣
容
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
令
和
６
年
８
月
号
か
ら
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
化
す
る
な
ど

充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
写
真
を
多
く
し
て
、
一
層
読
み
や
す
く
、

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
魅
力
の
あ
る
広
報
誌
作
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
藤
江
）

委
員
長�

藤
江　
研
一

副
委
員
長�

林　
　
勝
利

委　
　
員�

大
野　
忠
寄

　

〃　

�

鈴
木　
博
美

　

〃　

�

津
田　
憲
吾

　

〃　

�

増
田　
葉
子

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
政
の
発
展

に
努
め
ら
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
次
の

３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

《
在
職
15
年
表
彰
》

�

近
藤　
瑞
枝　
議
員

《
在
職
10
年
表
彰
》

�

稲
葉　
　
健　
議
員

�

米
井　
重
行　
議
員米井　重行　議員 近藤　瑞枝　議員 稲葉　健　議員

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
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る
。
そ
ん
な
祭
り
に
参
加
で
き
る

こ
と
は
誇
り
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
近
年
そ
の
伝
承
に
赤

信
号
が
灯
っ
て
い
る
。
人
口
の
減

少
だ
。
祭
り
を
受
け
継
ぐ
地
域
の

子
ど
も
が
減
り
つ
つ
あ
り
、
学
区

の
本
埜
中
に
入
学
す
る
生
徒
も
減

っ
て
い
る
。
昔
か
ら
口
承
伝
承
だ

っ
た
た
め
、
教
え
て
く
れ
る
大
人

と
指
導
し
て
も
ら
う
子
ど
も
が
、

い
っ
し
ょ
に
集
ま
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、

祭
り
の
伝
承
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
そ
う
だ
。

　
そ
こ
で
地
域
外
の
市
民
の
参
加

を
認
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。「
掟
破
り
」
な
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
は
古
く
か
ら
印
西

市
に
住
む
住
民
と
、
新
し
く
印
西

市
民
に
な
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流

の
場
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
古
く
か
ら
残
る
よ
き

伝
統
を
守
り
、
新
し
い
風
を
取
り

入
れ
る
柔
軟
さ
を
持
ち
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　
僕
の
住
む
地
域
に
は
五
百
年
以

上
前
か
ら
続
く
と
言
わ
れ
て
い
る

伝
統
の
神
楽
が
あ
る
。僕
自
身
も
、

家
族
ぐ
る
み
で
祭
礼
に
参
加
し
て

い
る
が
、
父
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

昔
は
各
家
庭
の
長
子
一
名
だ
け
の

参
加
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か

も
男
子
だ
け
が
参
加
で
き
る
祭
り

だ
っ
た
そ
う
だ
。
今
で
は
千
葉
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ

り
、
中
学
生
の
僕
た
ち
は
伝
統
芸

能
伝
承
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

令和７年　第３回定例会　会期予定及び日程

日 月 火 水 木 金 土
8/17 8/18 8/19 8/20 8/21 8/22 8/23

議会運営
委員会

8/24 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/30
本会議

（議案上程）

8/31 9/1 9/2 9/3 9/4 9/5 9/6
本会議

（会派代表質問）
本会議

（会派代表質問）
本会議

（個人質問）
本会議

（個人質問）
本会議

（個人質問）

9/7 9/8 9/9 9/10 9/11 9/12 9/13
本会議

（個人質問）
決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

9/14 9/15 9/16 9/17 9/18 9/19 9/20
敬老の日 予算審査

常任委員会
総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

9/21 9/22 9/23 9/24 9/25 9/26 9/27
秋分の日 議会運営

委員会

9/28 9/29 9/30
本会議

（議案の採決）

い
ん
ざ
い

議
会
だ
よ
り

N
o. 213

■
発
行
／
千
葉
県
印
西
市
議
会

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

■
発
行
日
／
令
和
７
年
８
月
15
日

〒
２
７
０
―

１
３
９
６　
印
西
市
大
森
２
３
６
４
―

２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gikai@
city.inzai.chiba.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
７
６（
33
）４
６
１
４

印
西
議
会
だ
よ
り
に

寄
せ
て

　
本
埜
中
学
校

�

３
年　
加か
と
う藤　
隼は
や
な成

市
民
の
声

　令和７年第３回定例会は、
８月29日㈮から９月29日㈪ま
での会期予定です。
　最新の日程は、ホームペー
ジでご確認ください。
　なお、インターネットによ
る本会議のライブ中継及び委
員会の録画中継を配信してお
りますので、ご利用ください。
　詳細については、議会事務
局までお問合せください。

いんザイ君Ⓒ 2011 Inzai City

【印西市議会事務局】
☎0476（33）4614

「いんざい議会だより」は、誰にでも読みやすい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。


